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野外調査用データベースの設計（リレーションを設定する必要がある場合） 
※標準地ポリゴン内にポイントデータの樹木があって親子関係になっていることを想定 
●設計の準備
・調査の全体像をイメージする
・どんなデータが必要か書き出してみる
・それらはベクトルデータ（点・線・面）で表現できるか
・収集するデータは全体のうちのどの部分に相当するのか
・どのデータとどのデータに関連性を持たせるのか（リレーションシップの設定）
・収集するデータは数値かそれ以外か
・収集するデータの範囲は決まっているか
・簡易にデータ収集できる工夫はあるか（どこまで詳細なデータが必要なのか）
・データの定型・非定型、規則性・不規則性などを想定しておく

●調査項目・・・・・標準地調査野帳としてスマホを利用することを想定している

・調査地の№ 
・樹木の№ 
・針広別 
・DBH（cm） 

●レイヤー構成と各テーブルを確認
・調査地 ➡ №1調査地、№２調査地、№３調査地

・樹木 ➡ ナンバリングは、それぞれの調査地で№１～で始まるようにする 

●現場での入力作業を軽減し、入力間違いを無くすため、調査項目別にドメインを設定する
例えば・・・ 調査地 No ➡ 入力ミスして 11と入力してしまう

樹木№  ➡ あり得ない数字を入力してしまう 
針広別  ➡ 文字入力は避けたい 
DBH    ➡ 24のところを 244と入力してしまう 

異常のような場合には、入力する樹木テーブル 
の各フィールドにドメインを設定する。 
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 樹木レイヤーの最終的なフィールド 

 
 
・調査地 No ➡ １、２，３のどれかを選べば良い 

 
 
・樹木№ ➡ 多くても 100本以内だろう ➡ 最小 0 最大 100 

 
 
・針広別 ➡ 針葉樹か広葉樹のどちらかを選べば良い 

 
 
・DBH（cm） ➡ DBHは 0cm～100cmの間に入るはず ➡ 最小 0 最大 100 
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●留意すべき事項
樹木の№は、それぞれの調査地で１から始まるときは、どの樹木がどの調査地の１番なの
かわかるようにしなければならない。

➡ １対多の「リレーションシップクラス」の関係を利用する 

  樹木№ 樹木№  樹木№ 
 1   1          1 

 調査地№１   2    調査地№2  2    調査地№3       2 
 3      3          3 
 ・  ・      ・ 

●リレーションする各レイヤーに共通な項目（フィールド）を整備する
・例

  【調査地レイヤー】 
「調査地」の区別には「NO」フィールドをあてることとする 
ただし、NOフィールドのエイリアスを「調査地 No」としているのが下図 

  【樹木レイヤー】 
   「樹木」レイヤーでも「NO」フィールドを作成し、エイリアスを「調査地 No」とした 

両方のレイヤーに共通な「NO」フィールドを持たせて、リレーションシップを構成する
と、お互いがお互いを参照できるので、片方から片方を探して連携できるようになる。 
つまり、同じ樹木№1 でも調査区域№1 にある樹木№1 と調査区域№2 の樹木№1 とを混
同しない。 

●リレーションシップの設定

ここを右クリック－「新規」－「リレ
ーションシップクラス」を選択 
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リレーションシップクラス名：樹木調査---「調査区域」レイヤーと「樹木」レイヤー 

データベースの中にリレーションシップクラスが作成されていることを確認する 
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GISクラウドへのアップロード手順 

●手順
・GISソフト（ArcGIS pro）にアップロードするマップを用意
・GISソフト（ArcGIS pro）で GISクラウド（ArcGIS Online）へサインイン
・GISソフト（ArcGIS pro）から、 [共有]-[Webマップ]-[分析]
・GISソフト（ArcGIS pro）の「Webマップとして共有」からアップロード
・GISクラウド（Online）とスマホ（Field Maps）からアップロードしたデータを確認

●ウィザードの進行

樹木調査＋自分の名前又はイニシャル 

ICT2にも✔を入れる 

アップロードする前に分析を行う 

適当に記入する 

適当に記入する 
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エラーが出たら、一つずつ解決していく 
➡Wクリックで自動修正されることが多い。再度、分析してエラーが無いことを確認する 

 

 

 

 
ここまでで GISクラウドへデータのアップロードが完了した 
 
  

時間がかかる 
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GISクラウド（ArcGIS online）から確認・設定する 

https://www.esrij.com/products/arcgis-online/から GISクラウド（ArcGIS Online）へ移動 

ログイン画面からログインする 

メニューバーから[コンテンツ]をクリックし、アップロードしたデータを確認 
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【二重線枠内 Web上でのファイルの種類】 
Web Map   ➡ マップ本体 
Tile Layer（ホスト） ➡ ラスターデータ（航空写真などの背景図） 
Service Definition ➡ 設定項目などのデータで表に出てこない 
Feature Layer（ホスト） ➡ ベクトルデータ（データ収集時に使うデータ） 

 
 
データ収集時に使う Feature Layerについて詳細な設定をするため、これをクリック 

 
 
 
最初に「樹木」を表すポイントレイヤーの設定をする 
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右下の「添付ファイルの有効化」を ONにする ➡ 樹木の写真を撮って添付するため 

 
左上の「←」をクリックして戻る 

 
「調査地」のポリゴンレイヤーにも設定が必要な場合はしても良いが、今回は特に何も設定
しないのでそのままにしておく 
 
右上の「設定」をクリック 
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現場で樹木の位置を取得してポイントデータを配置したり、修正したりするので Feature 
Layer (ホスト)の編集を有効化し閲覧の制限などを設定する 
 

 
 

 
設定したら「保存」をクリック 
 
 
上部のメニューから「コンテンツ」に戻る 
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「Web Map」と表示されているタイトルをクリックして、スマホ上でのマップの挙動を設定
する 

青い帯上の「設定」をクリック 

一番下の「ArcGIS Field Maps Mobileで使用」に✔が入っていることを確認 
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PC上のField Maps での表示を確認・設定する 

　青い帯上の「概要」をクリックして戻る 

右側のメニューの「Field Maps で開く」をクリック 

左側メニューアイコンの「コンテンツ」をクリック 

クリックしないこと 

画面右下の「編集」ボタ
ンをクリックすると、タ
イトルとサマリーを編
集できる 

画面右上の「マップビュ
ーワーで開く」ボタンを
クリックすると、フロー
トウィンドウでマップ
表示が出来て見栄えの
確認や若干の編集も可
能である 
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編集可能なレイヤーにある「樹木」をクリック 

 
 フォームをクリック 

 
 
スマホ上の入力フォームを設定する画面になる 
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【フォームの作成方法】 
 基本的には、右側のフォームビルダー欄から中央の画面にアイテムをドラッグ＆ドロップ
して構成していけば良い 
必要な文字入力や特殊な操作が必要な場合は、中央部には位置したアイテムを選んでから
右側のプロパティ欄で設定する 

  スマホの画面での構成イメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 完成したら、「保存」ボタンをクリック 

 
 その他の編集可能レイヤーについてはフォーム作成の必要はないので、画面左のメニュー
アイコンから「設定」に移る 

グループ１ 

属性１ 

属性２ 

グループ２ 

属性３ 

属性４ 

属性５ 
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データ収集時の細かな設定を行う 

 
 
特に、以下の項目は変更し、「保存」ボタンをクリック 

 

 
 
 
画面左のメニューアイコンから「概要」に移り、右上の「マップビューワーで開く」をクリ
ック 
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GISクラウド（ArcGIS online）から最終的な調整 

３つのレイヤーについて最終的な調整をする 
最初にレイヤー欄「調査地」レイヤーをクリック 

テーブルの表示をクリック 

調査地１、２，３の範囲内に
調査者が居るとき、その調査
地ポリゴンをタップすると自
動的に調査地№が樹木フォー
ムに入るようにリレーション
されている。 
そのため、余分なデータは極
力表示させないようにして、
円滑なデータ収集ができるよ
うにするための設定である。 
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 テーブルの設定ボタンをクリック 

 
 
 
 調査地№だけ除いて、他の項目はすべて左側の✔を外して「完了」をクリック 

   
 
※ただし、現時点でフィールドの非表示は、Field Maps で確認すると表示されてしまう仕様
のようである。 

 
次に「樹木」と「調査地」以外のレイヤーは「目」アイコンをクリックして非表示にする 
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続いて、「樹木調査_演習用_WFL1 - 調査地」「樹木」「調査地」の各レイヤーの「・・・」を
クリックし、プロパティの表示をクリック 
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右側のプロパティ画面から調整する 
設定が終了したら、プロパティ横の「×」
をクリック 
全ての設定が終わったら、必ず画面左のメ
ニューの保存ボタンをクリックすること 

 
マップビューワーの右側の「×」をクリックして終了 

 

●樹木調査_演習用_WFL1 - 調査地レイヤー 

 

 

 
●樹木レイヤー 

 

 

 
●調査地レイヤー 
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スマホのアプリ（ArcGIS Field Map）から操作する 

①ArcGIS Field Mapを起動する ②自分の名前の付いた調査があれば OK

③マイマップをタップで表示される ④樹木の位置に移動しポリゴンをタップ
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⑤下の方へスワイプし、樹木をタップ ⑥追加ボタンをタップ

⑦自分の位置にポイントが現れる ⑧写真撮影して添付後、データを入力
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⑨入力後に✔をタップして送信 ⑩ポイントが確定される 

  
  

⑪同時に、オフィスの PC画面上でもポイントが現れる 
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